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１．松阪市のあらまし

平成年17 １月１日をもって、松阪市、嬉野町、三雲町、飯南町、飯高町は合併し、新しい松阪市が誕生

しました。

位置(1)   

松阪市は、図1－1に示すように、三重県のほぼ中央部に位置し、東は伊勢湾、西は台高山脈と高見

山地を境に奈良県に、南は多気郡に、北は雲出川を隔てて津市に接しています。

地形を見ると、西部一帯は台高山脈、高見山地及び紀伊山地からなる山岳地帯、中央部は丘陵地と

なっており、東部一帯には伊勢平野が広がり、北部を雲出川、南部を櫛田川が流れています。

経緯（松阪市役所基準）は、東経度分秒1363149、北緯度分秒343429に位置し、東西50km、南北37km

と東西に細長く延び、総面積623.66km2を有し、三重県全体の約10.8％を占めています。

図１－１松阪市の位置
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(2) 河川・海域 

松阪市地域の主な河川の状況を、表1－1、図1－2に示します。 

松阪市の水系は、雲出川、櫛田川、三渡川、阪内川、金剛川の各河川及びそれらの支川が主要なも

のです。 

雲出川は、三重県と奈良県の県境をなす布引山脈三峰山に源を発し、旧松阪市（以下「本庁管内」

といいます。同様に、旧嬉野町を「嬉野管内」、旧三雲町を「三雲管内」、旧飯南町を「飯南管内」、旧

飯高町を「飯高管内」といいます。）西部の宇気郷地区で、阪内川水系と分水嶺を介して北流している

岩倉川、飯福田川、柚原川等の支川を有する中村川を合流し、河口付近で雲出古川を分派して伊勢湾

に注いでいます。流域は、典型的な扇状形のため、本川、支川とも、激しく蛇行しています。 

櫛田川は、松阪市を流れる最大河川で、三重県内でも有数の河川に数えられ、その源を高見山に発

し、青田川、蓮川等を合わせて、飯高管内、飯南管内を貫流します。途中、本庁管内の大石、茅広江

地区では両岸に段丘を発達させ、紀勢本線の鉄橋を過ぎたあたりから下流部の沖積低地帯に入り、西

黒部地区で伊勢湾に注ぎます。下流域では川幅は200ｍ以上に及んでいます。 

三渡川は、雲出川とともに河口部で五主前干潟を形成しています。また、雲出川と三渡川のほぼ中

央を碧川が流れており、その河口付近には、三重県下で北限とされるハマボウが群生しています。 

阪内川は、白猪山を水源とし、本庁管内のほぼ中央部を縦断して流下し、伊勢湾に注いでいます。

主な支流には桂瀬川、矢津川等があります。 

金剛川は、阪内川とともに本庁管内の中心部に広がる松阪低地を形成した河川で、その源は山室町

妙楽寺の北にあり、長さ約10㎞に達しています。山室山及び山室町を過ぎると殆ど田の間を流れ、久

保町焼橋付近までは用水路となりますが、垣鼻町や朝田町方面では河床が高いため、渇水時は水量が

少ない状況です。河口近くでは勢々川、真盛川、名古須川を合わせ大口の入江から海に注ぎます。こ

れらの河川のうち金剛川が最も長く、名古須川、真盛川がこれに次ぎ、真盛川の支流には九手川、中

川等があります。金剛川、真盛川、名古須川の三河川のうち、その水量は真盛川が最も豊富で、金剛

川が最も少ない状況です。 

海域については、雲出川、三渡川、阪内川、金剛川の地先に松阪港があります。漁港は松ヶ崎と猟

師の二つです。松阪海岸の保全区域は松ヶ崎・猟師・大口・西黒部・吹井の浦地区です。 

松阪沖は、津・松阪地先海域の環境基準類型指定区域内でもあります。 
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表１－１ 主な１級・２級河川の現況 

河川
種別
水系
番号
水系
河川
番号
河川名

河川延長
（ｍ）

河川
種別
水系
番号
水系
河川
番号
河川名

河川延長
（ｍ）

1 雲出
ｸﾓｽ゙
川 54,583 45 地添

ﾁｿｲ
川 1,500

3
中村
ﾅｶﾑﾗ
川
25,392 46

福本
ﾌｸﾓﾄ
川

2,000

5
駒返
ｺﾏｶ゙ｴﾘ
川

2,200 47
湯谷
ﾕﾀﾆ
川

2,000

6
大谷
ｵｵﾀﾆ
川

2,500 48
小屋
ｺﾔ
川

1,500

8
岩倉
ｲﾜｸﾗ
川

5,000 49
蓮
ﾊﾁｽ
川

13,800

9
飯福田
ｲﾌ゙ ﾀ
川
4,820 59

一本山谷
ｲｯﾎ゚ﾝﾔﾏﾀﾆ
川
1,000

10
柚原
ﾕﾉﾊﾗ
川

5,640 60
岩谷
ｲﾜﾀﾆ
川

1,000

35
立川
ﾀﾁｶﾜ
川

6,685 61
細野谷
ﾎｿﾉﾀﾆ
川
1,000

36
城古谷
ｼ゙ｮｳｺﾀ゙ﾆ
川

600 62
月出
ﾂｷﾃ゙
川

1,300

1 櫛田
ｸｼﾀ゙
川 84,706 63 寺

ﾃﾗ
の奥谷
ｵｸﾀﾆ
川 500

2
祓
ﾊﾗｲ
川

14,000 64
太良木
ﾀﾗｷ
川
1,000

5 孫
ﾏｺ゙
川 5,200 66 木梶

ｷｶｼ゙
川 2,000

6
六呂木
ﾛｸﾛｷ゙
川
3,600 14

碧
ｱｵ
川
1
碧
ｱｵ
川

1,909

14
谷
ﾀﾆ
川

2,100 1
三渡
ﾐﾜﾀﾘ
川

7,621

15
蔵谷
ｸﾗﾀﾆ
川

800 2
百々
ﾄ゙ﾄ゙
川

4,400

16
深野
ﾌｶﾉ
川

2,500 3
中
ﾅｶ
川

1,070

21
仁柿
ﾆｶｷ
川

5,650 4
堀坂
ﾎｯｻｶ
川

6,500

30
大谷
ｵｵﾀﾆ
川

500 5
岩内
ｲﾜﾁ
川

1,500

31
畑井
ﾊﾀｲ
川

1,000 1
阪内
ｻｶﾅｲ
川
18,525

32
相津
ｱｲﾂ゙
川

2,000 2
矢津
ﾔﾂ゙
川

3,785

35 西谷
ﾆｼﾀﾆ
川 1,800 3 ツヅラ又

ﾏﾀ
川 1,045

36
波留
ﾊﾙ
川

1,000 1
金剛
ｺﾝｺ゙ｳ
川

9,875

37 栃
ﾄﾁ
川 2,000 2 愛宕

ｱﾀｺ゙
川 4,823

38
虻野谷
ｱﾌ゙ﾉﾀﾆ
川
1,000 3

勢々
ｾ゙ｾ゙
川

1,600

39
一之瀬
ｲﾁﾉｾ
川
2,000 4

名古須
ﾅｺｽ
川
4,000

40
深谷
ﾌｶﾀﾆ
川

1,500 5
真盛
ｼﾝｾｲ
川

2,460

41
東出谷
ﾋｶ゙ｼﾃ゙ﾀﾆ
川
1,000 6

山下
ﾔﾏｼﾀ
川

500

42
庄司
ｼｮｳｼ゙
川

2,750 18
中
ﾅｶﾉ
川
1
中
ﾅｶﾉ
川

1,690

44
奥山
ｵｸﾔﾏ
川

2,000

（出所：「平成14年５月 河川認定調書」（三重県県土整備部河川チーム））

16
阪内
ｻｶﾅｲ
川

17
金剛
ｺﾝｺ゙ｳ
川

5
櫛田
ｸｼﾀ゙
川

15
三渡
ﾐﾜﾀﾘ
川

１
級
河
川

２
級
河
川

１
級
河
川

2
雲出
ｸﾓｽ゙
川

5
櫛田
ｸｼﾀ゙
川



（ 出所： 津地方県民局久居建設部管内図、 松阪地方県民局建設部管内図）
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17-4
17-5
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5-30

5-31

5-32

5-35
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5-37
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5-39
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5-41
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5-44
5-455-46
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5-49
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5-605-61
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5-635-64

5-66

松阪港

2-1

2-3

“ ”注） 　 図中の数字は、 表１ －１ の 水系番号－河川番号 に対応

津・ 松阪地先海域類型指定区域

海岸線

▲

▲

▲

▲

白猪山

三峰山

高見山

国見山

0 6km2 4

N

図１ －２ 　 松阪市地域の主な１ 級・ ２ 級河川の現況
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(3) 気 候 

平成27年度の月平均気温、月最高・最低気温を図1－3に、月別降雨量と月平均湿度を図1－4に、月

別風配図を図1－5に示します。 

松阪市の気候は、概ね東海型気候区に属し、西部は寒暑の差がやや大きく内陸的な特性を持ってい

℃ます。松阪地区広域消防組合消防本部によると、平成27年度の年平均気温は16.4、年間降水量は

℃ ℃1,548.0㎜、年平均湿度は65.5％となっています。年間の最高気温は36.8、最低気温は-2.3を記録

しています。 

（出所：松阪地区広域消防組合消防本部）

図１－３ 平成27年度の月平均気温、月最高・最低気温 

                                          （出所：松阪地区広域消防組合消防本部） 

図１－４ 平成27年度の月別降雨量と月平均湿度 
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  （出所：松阪地区広域消防組合消防本部）

図１－５ 平成27年度の月別風配図
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(4) 人 口 

松阪市における人口及び世帯数の推移を図1－6に示します。 

松阪市の人口は、住民基本台帳によると、平成28年４月１日現在、167,047人、世帯数は72,286世

帯となっています。国勢調査結果（旧市町の合計）による変化を昭和55年から平成27年までについて

見ますと、平成17年までは増加傾向にありましたが、平成22年以降は減少傾向に転じています。 

図１－６ 人口及び世帯数の推移 

各年10月1日現在

資料：国勢調査 
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平成28年4月1日現在

行政区域

都市計画区域

市街化区域

容積率 備考

第一種低層住居専用地域 100 高さ10m

第二種低層住居専用地域 100 高さ10m

―第一種中高層住居専用地域 200

―第二種中高層住居専用地域 200

―第一種住居地域 200

200 ―

300 ―

準住居地域 200 ―

200 ―

300 ―

400 ―

500 ―

準工業地域 200 ―

工業地域 200 ―

―工業専用地域 200

市街化調整区域

都市計画区域外 44,924.5

面積

（ha）

62,366.0

17,441.5

3,067.8

14,373.7

60

60

60

80

80

60

建ペイ率

50

50

60

60

60

60

近隣商業地域

商業地域

区域別

用

途

地

域

住

居
系

第二種住居地域

工

業

系

商

業

系

(5) 土地利用 

松阪市における都市計画用途地域指定状況を表1－2に示します。 

松阪市は、東西50km、南北37kmと東西に細長く延び、総面積は623.66km2を有しています。地目別に

見ると、耕地76.80km2（12.3％）、宅地30.41km2（4.9％）、山林427.61km2（68.6％）となっており、市

域の約７割を山林が占めています。概ね、本庁管内は商業地域及び工業地域、その周辺には農業地域、

近畿自動車道伊勢線（伊勢自動車道）より西部は森林地域に大別されます。 

市街化区域面積は3,067.8haとなっています。 

表１－２ 松阪市都市計画用途地域指定状況 
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各年10月１日現在

資料：国勢調査

昭和55年

昭和60年

平成２年

平成７年

平成12年

平成17年

平成22年

14.5 

11.0 

8.3 

7.1 

5.6 

5.3 

3.9 

34.2 

36.0 

37.2 

35.5 

35.0 

32.7 

30.4 

51.2 

53.0 

54.3 

57.2 

59.4 

61.2 

65.5 

第１次産業 第２次産業 第３次産業

(6) 産業構造 

松阪市における産業別就業者数の構成比を図1－7に示します。 

平成22年の国勢調査（旧市町の合計）による就業人口は81,146人です。産業別就業者数の割合を見

ますと、平成22年では、第１次産業は3.9％と小さく、第２次産業が30.4％、第３次産業が65.5％と過

半数を占めており、第３次産業が増加している傾向にあります。なお、分類不能があるため、総数と

産業別の計は一致していません。 

図１－７ 産業別就業者数の構成比（％） 

（出所：「平成25年度松阪市統計書」三重県松阪市）
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各年12月31日現在

平成20年平成21年平成22年平成23年平成24年

事業所数 404 379 348 364 360

従業者数(人) 15,187 14,171 13,572 14,085 14,104

製造品出荷額等(百万円) 528,015 414,782 441,351 499,102 453,936

平成24年12月31日現在

分類項目 事業所数
従業者数

(人)

製造品出荷額等

(万円)

合計 348 13,572 44,135,090

食料品製造業 56 2,477 5,689,333

飲料・たばこ・飼料製造業 3 42 X

繊維工業 9 126 95,898

木材・木製品製造業（家具を除く） 48 474 695,156

家具・装備品製造業 5 52 61,379

パルプ・紙・紙加工品製造業 6 137 380,646

印刷・同関連業 15 527 1,905,578

化学工業 3 698 1,677,256

石油製品・石炭製品製造業 1 9 X

プラスチック製品製造業（別掲を除く） 22 519 1,098,735

ゴム製品製造業 11 1,194 3,092,781

窯業・土石製品製造業 30 1,516 8,156,453

鉄鋼業 8 134 313,479

非鉄金属製造業 3 78 4,131,450

金属製品製造業 26 353 549,237

はん用機械器具製造業 15 796 2,541,816

生産用機械器具製造業 24 331 338,853

業務用機械器具製造業 6 104 91,313

電子部品・デバイス・電子回路製造業 17 1,748 3,387,479

電気機械器具製造業 23 1,233 4,234,016

情報通信機械器具製造業 1 26 X

輸送用機械器具製造業 9 932 5,438,710

その他の製造業 7 66 104,382

注）従業者数４人以上の事業所。 資料：工業統計調査

(7) 工 業 

松阪市における工業の推移を表1－3に、産業分類別製造品出荷額等を表1－4に示します。 

平成24年の工業統計調査によると、事業所数が360事業所、従業者数は14,104人、製造品出荷額等

は約4,539億円となっています。これを過去５年間で比較しますと、事業所数は減少傾向からほぼ横ば

いに、従業者数は平成22年まで減少していたものの、その後増加傾向にあります。製造品出荷額も減

少傾向にありましたが、その後は増加傾向にあります。 

表１－３ 工業の推移 

表１－４ 産業分類別製造品出荷額等 

注）平成23年は、事業所数・従業員数等は平成24年2月1日現在。 

注）従業者数４人以上の事業所が対象。 
資料：工業統計調査 

（出所：「平成25年度松阪市統計書」三重県松阪市） 
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２．公害行政の体制

行政機関(1) の変遷

昭和44年11月１日  衛生課公害係が設置される 

昭和45年４月１日  環境衛生課公害係に改称 

昭和52年４月１日  保健衛生課公害係に改称 

平成４年４月１日  機構改革により環境課環境係となる 

平成14年４月１日  機構改革により環境課環境保全係となる 

平成17年１月１日  市町村合併（松阪市、嬉野町、三雲町、飯南町、飯高町）により、 

本庁については環境課環境保全係、各振興局については生活環境課となる 

平成19年４月１日  機構改革により各振興局については地域住民課となる 

平成26年４月１日  機構改革により、本庁については環境・エネルギー政策推進課、飯南・ 

飯高地域振興局については飯南・飯高環境事務所となる 

機構(2)  （平成年月日現在28331 ）

【本 庁】 

環境生活部 
環境・エネルギー
政策推進課 

環境保全係 

環境エネルギー 
政策室 

衛生墓苑係 

環境生活部長
環境・エネルギー
政策推進課長 

環境保全係長 環境保全係 

【地域振興局】 

嬉野・三雲地域振興局 地域住民課 

飯南・飯高地域振興局 飯南・飯高環境事務所 

嬉野・三雲地域振興局 地域住民課長 各 担 当 

飯南・飯高地域振興局 飯南・飯高環境事務所長 各 担 当 

事務分掌(3)  

○  環境保全及び公害防止に係る調査、対策及び啓発指導に関すること。 
○  法令に基づく届出の受理及び指導に関すること。 
○  開発行為に関する環境保全条例の届出に関すること。 
○  公害防止及び環境保全の協定に関すること。 
○  専用水道、小規模水道の許可に関すること。 
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３．環境の現況 

3．1 大気質 

大気汚染とは、人為的あるいは自然的作用により大気中に存在する物質が過剰となる、あるいは集中

することによって、人間生活の快適さ、安全性及び健康が害される状態を言います。工場等の固定発生

源や自動車等の移動発生源から排出される＊硫黄酸化物、＊窒素酸化物、＊浮遊粒子状物質、＊一酸化炭素

及び＊光化学オキシダント等は、＊光化学スモッグ、＊酸性雨、成層圏の＊オゾン層破壊、＊地球温暖化現

象の原因物質となっています。 

大気汚染は産業の発展や都市化と密接に関連しているため、その改善のためには産業・経済活動への

施策だけでなく、私たちのライフスタイルの見直しも必要となってきています。 

※文中の＊  は巻末(P127)の「用語解説」を参照。
(1) 関係法令による規制・指定状況 

①  ＊環境基準 
「環境基本法」（平成５年11月19日法律第91号）第16条では、環境基準とは、人の健康を保護し、

及び生活環境を保全する上で維持されることが望ましい基準であると定義されています。 

大気汚染に係る環境基準は、「環境基本法」第16条の規定に基づき、資2－1－1のように定めら

れています。平成21年にはこの環境基準に「＊微小粒子状物質による大気の汚染に係る環境基準に

ついて（通知）」（平成21年9月9日環水大総発第090909001号）により、新たに微小粒子状物質(PM2.5)

が追加されました。 

三重県では、＊二酸化窒素に係る環境保全目標を年平均値で0.02＊ppm以下、＊二酸化硫黄に係る環

境保全目標を年平均値で0.017ppm以下と定めています（資2－1－1に併記）。 

②  ＊排出基準 
「大気汚染防止法」（昭和43年６月10日法律第97号）及び「三重県生活環境の保全に関する条例」

（平成13年３月27日三重県条例第７号）では、工場及び事業場における事業活動に伴って発生する

硫黄酸化物等の排出基準（資2－1－2、資2－1－3）を定めています。平成16年５月には、浮遊粒子

状物質（ＳＰＭ）及び光化学オキシダント対策の一環として、＊揮発性有機化合物（ＶＯＣ）の排

出を抑制するために、「大気汚染防止法」が一部改正され、平成18年４月１日より施行されました

（資2－1－2に併記）。また、平成19年３月には、プラスチック等燃料を使用するボイラー等の施

設について、＊ダイオキシン類及び＊塩化水素の排出を規制するため、「三重県生活環境の保全に関

する条例施行規則」（平成13年３月27日三重県規則第39号）が一部改正され、平成19年７月１日よ

り施行されました（資2－1－3に併記）。 
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(2) 現況（平成27年度） 

測定結果の詳細は、資1－1－1及び資1－1－2に示します。 

① 二酸化硫黄 
市内２地点（松阪市第一分館、高須町浦新田）において測定を行いました。 

高須町測定局における日平均値の＊２％除外値は0.015ppmで、＊長期的評価では環境基準に適合し

ています。また、１時間値の最大値は0.083ppmで、１時間値が0.1ppm（１時間値の環境基準）を超

えたことはなく、日平均値が0.04ppm（日平均値の環境基準）を超えたこともありませんでした。

年平均値は0.003ppmであり、三重県の環境保全目標である「年平均値0.017ppm以下」に適合してい

ました。 

殿町測定局における日平均値の２％除外値は0.003ppmで、昨年度同様、長期的評価では環境基準

に適合しています。また、１時間値の最大値は0.024ppmで、１時間値が0.1ppm（１時間値の環境基

準）を超えたことはなく、日平均値が0.04ppm（日平均値の環境基準）を超えたこともありません

でした。年平均値は0.001ppmであり、昨年度同様、三重県の環境保全目標である「年平均値0.017ppm

以下」に適合していました。二酸化硫黄の人体に及ぼす影響を次に示します。 

表３－１－１ 二酸化硫黄濃度の人体に及ぼす影響 

②  二酸化窒素（＊TEAプレ－ト法） 
市内14測定地点における二酸化窒素の測定結果を図3－1－1(1)～(3)に示します。三雲中学校測

定地については、台風11号の影響により7月分が欠測しております。 

二酸化窒素年平均値の範囲は、7.1～21.7μg･NO2/100 cm
2/日であり、昨年度の年平均値の範囲で

ある8.7～25.7μg･NO2/100 cm
2/日に比べて、より低い濃度範囲を示す結果となりました。 

全地点の中で最も高い値を示したのは、櫛田川堤防で、平成27年11月に46.8μg･NO2/100 cm
2/日

を示しました。 

各地点の年平均値は、「平成27年版 環境白書」（三重県）における平成26年度県下32地点の測

定結果の年平均値（4.0～70.9μg･NO2/100 cm
2/日）の範囲内であり、昨年度同様、問題のない値で

す。 

二酸化硫黄濃度 人体に及ぼす影響

～0.51ppm 臭気を感じる

～23ppm 刺激臭となり不快感を増大する

5ppm 気道抵抗が増す

10ppm 鼻やのどに刺激があり咳が起こる

20ppm 眼に刺激を感じ咳がひどくなる

～3040ppm 呼吸が困難になる

　「国立公園内における火山ガス中毒事故及び安全対策」（1998年環境庁自然保護局）
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TEAプレ－ト法(μg･NO2/100 cm
2/日)からザルツマン法(ppm)への換算式と、二酸化窒素の人体等に及ぼ

す影響を次に示します。 

ザルツマン法とＴＥＡ法による二酸化窒素濃度の関係を示す回帰式（三重県） 

Ｙ ＝（ 0.344Ｘ ＋ 0.621 ）／1000 

相関係数r=0.928 

Ｙ：ザルツマン法による二酸化窒素濃度（ppm） 

Ｘ：ＴＥＡプレート法による二酸化窒素測定値(μg･NO2/100 cm
2/日) 

表３－１－２ 二酸化窒素濃度の人体等に及ぼす影響 

平成27年度の最大値46.8μg・NO2/100cm
2/日を換算すると0.017ppmであり、特に人体等に影響を

及ぼす数値ではありません。 

二酸化窒素濃度 人体、動物に及ぼす影響

0.1ppm 中枢神経系への影響

0.12ppm 臭気を感じる

0.3-0.5ppm 生理学的、生化学的変化が観察される(動物）

1.6-2.0ppm 慢性気管支炎患者の気道抵抗の増加

2.5ppm 健康人の気道抵抗の増加

2.3-3.5ppm 短期暴露で感染抵抗性の減弱（マウス）

1-5ppm 長期暴露で血清中和抗体値に影響（サル）

「二酸化窒素の人の健康影響に係る判定条件等について」（昭和53年3月22日中公審第163号）

※  　特に急性呼吸器疾患罹患率、持続性せき・たんの有症率の関連性が指摘されている。
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μg･NO2/100cm
2/日

図3-1-1　二酸化窒素の経月変化（１）　－50音順－

μg･NO2/100cm
2/日

図3-1-1　二酸化窒素の経月変化（２）　－50音順－

μg･NO2/100cm
2/日

図3-1-1　二酸化窒素の経月変化（３）　－50音順－
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(3) 経年変化 

①  二酸化硫黄
松阪市では大気中の二酸化硫黄濃度の調査を、松阪市健康センターでは昭和57年度、高須町浦新

田では平成6年度より実施しており、松阪市健康センターの測定点は平成21年9月28日より松阪市第

一分館に変更しております。 

平成11年度～27年度に市内３地点で測定した結果を表3－1－3及び図3－1－2(1)～(3)に示しま

す。 

松阪市健康センターでは、平成11年度以降、日平均値の２％除外値は0.002～0.011ppmの範囲に

あり、長期的評価では環境基準に適合しています。また、１時間値が0.1ppm（１時間値の環境基準）

を超えたことはなく、日平均値が0.04ppm（日平均値の環境基準）を超えたこともありませんでし

た。年平均値は0.001未満～0.003ppmの範囲にあり、三重県の環境保全目標（年平均値が0.017ppm

以下）に適合しています。 

松阪市第一分館では、平成21年度以降、日平均値の2％除外値は0.003～0.005ppmの範囲にあり、

長期的評価では環境基準に適合しており、日平均値が0.04ppm（日平均値の環境基準）を超えたこ

とはありませんでした。年平均値は0.001ppm未満～0.001ppmの範囲にあり、三重県の環境保全目標

（年平均値が0.017ppm以下）に適合しています。 

高須町浦新田では、平成6年度以降、日平均値の２％除外値は0.008～0.032ppmの範囲にあり、長

期的評価では環境基準に適合しています。１時間値が0.1ppm（１時間値の環境基準）を超えた回数

は平成6年度には21回ありましたが、平成20年度以降はありませんでした。また、日平均値が0.04ppm

（日平均値の環境基準）を超えた回数は平成14年度には4回ありましたが、平成16年度以降はあり

ませんでした。年平均値は0.003～0.011ppmの範囲にあり、三重県の環境保全目標（年平均値が

0.017ppm以下）に適合しています。 
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測定地点＼項目

測定

年度

有効

測定
日数

測定

時間数

年 平

均 値

１時間値

の最大値
日平均値

の２％

除外値

日平均値が

0.04ppmを

超えた日が

２日以上連

続したこと

の有無

日 時間 ppm 時間 ％ 日 ％ ppm ppm 有・無

Ｈ11 357 8,564 0.003 0 0.0 0 0.0 0.022 0.003 無

Ｈ12 290 7,089 0.003 0 0.0 0 0.0 0.056 0.008 無

Ｈ13 361 8,633 0.003 0 0.0 0 0.0 0.081 0.011 無

Ｈ14 361 8,639 0.002 0 0.0 0 0.0 0.064 0.006 無

Ｈ15 367 8,751 0.002 0 0.0 0 0.0 0.034 0.005 無

Ｈ16 361 8,638 0.001 0 0.0 0 0.0 0.032 0.005 無

Ｈ18 365 8,700 0.002 0 0.0 0 0.0 0.043 0.005 無

Ｈ19 365 8,725 0.001 0 0.0 0 0.0 0.042 0.003 無

Ｈ20 365 8,698 <0.001 0 0.0 0 0.0 0.025 0.002 無

Ｈ21 178 4,270 <0.001 0 0.0 0 0.0 0.017 0.002 無

Ｈ21 182 4,346 <0.001 0 0.0 0 0.0 0.023 0.003 無

Ｈ22 358 8,565 0.001 0 0.0 0 0.0 0.037 0.005 無

Ｈ23 364 8,738 0.001 0 0.0 0 0.0 0.041 0.004 無

Ｈ24 336 8,137 0.001 0 0.0 0 0.0 0.04 0.004 無

Ｈ25 336 8,061 0.001 0 0.0 0 0.0 0.027 0.003 無

Ｈ26 365 8,727 0.001 0 0.0 0 0.0 0.031 0.003 無

Ｈ27 336 8,060 0.001 0 0.0 0 0.0 0.024 0.003 無

Ｈ６ 293 6,868 0.010 21 0.3 1 0.3 － 0.009 －

Ｈ７ 365 8,766 0.010 16 0.2 1 0.3 － 0.010 －

Ｈ８ 236 5,662 0.010 8 0.1 1 0.4 － 0.010 －

Ｈ９ 365 8,752 0.010 5 0.1 3 0.8 － 0.010 －

Ｈ10 334 8,015 0.007 2 0.0 1 0.3 － 0.008 －

Ｈ11 362 8,684 0.008 2 0.0 1 0.3 0.110 0.008 無

Ｈ12 349 8,484 0.010 1 0.0 0 0.0 0.103 0.021 無

Ｈ13 357 8,620 0.011 5 0.1 1 0.3 0.132 0.026 無

Ｈ14 335 8,144 0.011 15 0.2 4 1.2 0.121 0.032 無

Ｈ15 321 8,076 0.010 11 0.1 1 0.3 0.131 0.027 無

Ｈ16 340 8,375 0.009 2 0.0 0 0.0 0.111 0.025 無

Ｈ18 271 7,099 0.008 2 0.0 0 0.0 0.105 0.021 無

Ｈ19 297 7,301 0.009 4 0.1 0 0.0 0.131 0.027 無

Ｈ20 287 7,325 0.007 0 0.0 0 0.0 0.098 0.019 無

Ｈ21 230 5,928 0.007 0 0.0 0 0.0 0.085 0.019 無

Ｈ22 196 4,669 0.007 0 0.0 0 0.0 0.072 0.018 無

Ｈ23 202 4,972 0.009 0 0.0 0 0.0 0.094 0.025 無

Ｈ24 353 8,557 0.009 0 0.0 0 0.0 0.086 0.023 無

Ｈ25 310 7,469 0.008 0 0.0 0 0.0 0.095 0.022 無

Ｈ26 178 4,288 0.006 0 0.0 0 0.0 0.082 0.015 無

Ｈ27 341 8,166 0.003 0 0.0 0 0.0 0.083 0.015 無

第一分館

高須町

浦新田

環境基準の長期的評価

１時間値が

0.1ppmを超えた

時間数とその

割 合

日平均値が

0.04ppmを超え

た日数と そ

の 割合

松阪市

健康センタ－

表３－１－３ 平成6年度～27年度の二酸化硫黄測定結果 

注）環境基準の長期的評価は、年間にわたる日平均値の測定値の高い方から２％の範囲にあるものを除外して行います。 

  ただし、日平均値が0.04ppmを超える日が２日以上連続した場合にはこのような取り扱いは行わないで評価します。 

注）年間の測定時間数が6,000時間未満の場合の測定値は参考値となります。
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ppm

　　　　注）0.001未満の値は0と表示。

図３－１－２(1)　平成11年度～21年度9月の二酸化硫黄濃度の日平均値の経年変化

－松阪市健康センター－

ppm

注）0.001未満の値は0と表示。

図３－１－２(2)　平成21年度10月～27年度の二酸化硫黄濃度の日平均値の経年変化

－第一分館－

ppm

注）0.001未満の値は0と表示。

図３－１－２(3)　平成11年度～27年度の二酸化硫黄濃度の日平均値の経年変化

－高須町浦新田－
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μg･NO2/100cm
2
/日

注）欠測は0と表示。

図３－１－３(1)　平成11年度～27年度の二酸化窒素（TEAプレート法）の経年変化
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駅前郵便局前 大河内地区市民センター 岡島製作所

櫛田川堤防 久保山加圧ポンプ場 (50音順)

②  二酸化窒素（TEAプレ－ト法）
松阪市では大気中の二酸化窒素濃度の調査を、昭和57年度より実施しております（ＴＥＡプレー

ト法は昭和58年度から採用）。 

市内14地点における平成11年度から平成27年度の経年変化を図3－1－3(1)～(3)に示します。な

お、８地点については平成20年度より測定を開始しております。 

駅前郵便局前では、他の地点に比べて高い値で推移していますが、減少傾向にあります。その他

の地点については減少傾向にあるか、ほぼ横ばいの傾向となっております。 
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μg･NO2/100cm
2
/日

　　　　注）欠測は0と表示。

図３－１－３(2)　平成11年度～27年度の二酸化窒素（TEAプレート法）の経年変化

μg･NO2/100cm
2
/日

　　　　注）欠測は0と表示。

図３－１－３(3)　平成11年度～27年度の二酸化窒素（TEAプレート法）の経年変化
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郷津町西方寺 中核工業団地 揥水小学校

中川コミュニティセンター 松阪競輪場横 (50音順)
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3．2 水 質 

水質汚濁とは、人間活動の結果、河川、湖沼、海域等の*公共用水域に種々の物質が排出され、水質本

来の状態でなくなることを言います。人間は昔から主として地下水、河川水、湖沼水を利用して種々の

活動を行ってきましたが、人口も少なく活動も小規模な時代には活動の結果生じる排水を再び河川や湖

沼、海域に放流しても自然の*自浄作用により、浄化が図られてきました。しかし、人口が増大し、人間

の諸活動が巨大化してくるに従って、自然の浄化作用を上回る排水中の汚染物質が水系に蓄積されるよ

うになってきました。 

水質汚濁を防ぐために、産業排水には法律・条例の規制はありますが、生活排水には規制がありませ

ん。しかし水質汚濁は、産業排水より生活排水が大きく影響しているのです。きれいな水を取り戻すた

めには、私たち一人ひとりのちょっとした心遣いと工夫が必要です。 

※文中の＊  は巻末(P131)の「用語解説」を参照。 
(1) 関係法令による規制・指定状況 

①  環境基準 
水質汚濁に係る環境基準としては、「環境基本法」（平成５年11月19日法律第91号）第16条の規

定に基づき、公共用水域については、「水質汚濁に係る環境基準について」（昭和46年12月28日環

“ ” “境庁告示第59号）により、人の健康の保護に関する環境基準及び生活環境の保全に関する環

”境基準が定められており、平成15年11月15日には、環境省告示第123号により、新たに水生生物
“ ”の保全に係る環境基準が、生活環境の保全に関する環境基準に追加されました。また、地下水

については、「地下水の水質汚濁に係る環境基準について」（平成９年３月13日環境庁告示第10号）

により、全ての地下水に対し定められています。 

“ ”人の健康の保護に関する環境基準は資2－2－1に示すとおりであり、全公共用水域に適用さ

れ、設定後直ちに達成され、維持されるように努めることとなっています。平成21年にはこの環境

基準に「水質汚濁に係る環境基準についての一部を改正する件及び地下水の水質汚濁に係る環境基

準についての一部を改正する件の施行等について（通知）」（平成21年11月30日環水大水発第

091130004号 環水大土発第091130005号）により、新たに*１，４－ジオキサンが追加されました。

地下水の水質汚濁に係る環境基準には１，４－ジオキサンに加え、＊塩化ビニルモノマーが追加さ

れたほか、シス－１，２－ジクロロエチレンが＊１，２－ジクロロエチレン（＊シス体と＊トランス

体の和）に変更されました。また、公共用水域、地下水のいずれも１，１－ジクロロエチレンの基

準値がＷＨＯ飲料水水質ガイドライン及び水道水質基準の改定を踏まえ、0.02mg/Lから0.1mg/Lに

変更されました。また、平成23年には「水質汚濁に係る人の健康の保護に関する環境基準の見直し

に係る環境省告示について（お知らせ）」（平成23年10月27日環境省）により、＊カドミウムの基

準値が0.01mg/Lから0.003mg/L（年間平均値）に変更されました。 

“ ”要監視項目とは人の健康の保護に関連する物質ではありますが、公共用水域等における検出

状況等からみて現時点で直ちに環境基準項目とせず、引き続き知見の集積に努めるべき物質であり、

指針値が定められています（資2－2－2）。要監視項目については、環境基準項目に準じた考え方
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であり、指針値は、長時間摂取に伴う健康影響を考慮して算定された値であって、一般的にある程

度この値を超えるようなことがあっても直ちに健康上の問題に結びつくものではないことに留意

して水質測定結果を評価します。環境基準項目の変更に伴い、公共用水域の要監視項目からは１，

４－ジオキサンが、地下水の要監視項目からは１，４－ジオキサン、塩化ビニルモノマー、トラン

ス－１，２－ジクロロエチレンが削除されました。 

“ ” “河川の生活環境の保全に関する環境基準は、資2－2－3(1)、(2)に、海域の生活環境の保

”全に関する環境基準は、資2－2－3(3)～(5)に示すとおりであり、河川、湖沼及び海域の水域ご

とにいくつかの*水域類型にわけて定められ、各公共用水域をその類型にあてはめることによって適

用する方式がとられています。また、「水質汚濁に係る環境基準についての一部を改正する件の施

行等について（通知）」（平成15年11月５日環水企発第031105001号・環水管発第031105001号）に

より、有用な水生生物及びその餌生物並びにそれらの生息又は生育環境の保全に関する物質ではあ

りますが、公共用水域等における検出状況等からみて、現時点で直ちに環境基準項目とせず、引き

“ ”続き知見の集積に努める要監視項目（３項目）として、新たに指針値（資2－2－4）が定めら

れました。 

松阪市内を流れる河川、松阪市に面する海域については、「環境基本法」第16条第１項及び第２

項、並びに「環境基準に係る水域及び地域の指定権限の委任に関する政令」（平成５年11月12日政

令第371号）第１項の規定に基づき、「公共用水域が該当する水質汚濁に係る環境基準の水域類型

の指定について」（昭和48年３月23日三重県告示第165号）、「公共用水域が該当する水域類型の

指定及び当該水域類型に係る基準値の達成期間」（昭和51年４月16日三重県告示第253号、平成７

年３月31日三重県告示第194号）及び「水質汚濁に係る環境基準について」（平成14年３月15日環

境省告示第19号、平成14年３月29日環境省告示第33号）により、資2－2－5(1)、(2)及び資2－2－6

に示すとおり水域類型が指定されています。 

②  排出基準 
「水質汚濁防止法」（昭和45年12月25日法律第138号）第３条第１項の規定に基づく「排水基準

を定める省令」（昭和46年６月21日総理府令第35号）及び「三重県生活環境の保全に関する条例」

（平成13年３月27日三重県条例第７号）では、工場及び事業場から公共用水域に排出される水の排

出を規制する排水基準を定めています（資2－2－7(1)、(2)）。 

この排水基準は、「水質汚濁防止法施行令」（昭和46年６月17日政令第188号）及び「三重県生

“活環境の保全に関する条例施行規則」（平成13年３月27日三重県規則第39号）に定める特定施設

”（指定施設）を設置する工場または事業場から公共用水域に排出される水について適用されます。

さらに、「大気汚染防止法第４条第１項の規定に基づく排出基準及び水質汚濁防止法第３条第３項

の規定に基づく排水基準を定める条例」（昭和46年12月24日三重県条例第60号）では、一部の項目

について、水域を第１種水域、第２種水域、天白川水域に分けて、より厳しい排水基準を定めてい

ます（資2－2－8）。 
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平成24年には「水質汚濁防止法施行令の一部を改正する政令の閣議決定について（お知らせ）」

（平成24年5月18日環境省）により、新たに１，４－ジオキサンが追加され、排水基準値が0.5mg/L

に設定されました。 

③  農薬に係る指針値等 
ゴルフ場や農地からの排出水中の農薬による水質汚濁の防止については、「農薬取締法」（昭和

23年７月１日法律第82号）や「ゴルフ場で使用される農薬による水質汚濁の防止に係る暫定指導指

針について」（平成２年５月24日環水土第77号）等で対策がとられ（資2－2－9）、環境省は公共

用水域の水質目標として、前述のとおり４農薬に水質環境基準、12農薬に要監視項目を設定し、さ

らに、空中散布等に使用され、水道水源等の公共用水域を汚染する可能性の高い27農薬に「公共用

水域等における農薬の水質評価指針について」（平成６年４月15日環水土第86号）を設定しました

（資2－2－10）。評価指針値を設定した農薬は、水田やゴルフ場等で広い範囲に使用され、公共用

水域から微量ではありますが検出されているもの、または検出の可能性のあるもので、これまでの

水質環境基準や要監視項目等の安全性の目安が定められていない農薬を対象としています。 

④  水道水の水質基準 
「水道法」（昭和32年６月15日法律第177号）第４条第２項の規定に基づき、「水質基準に関す

る省令」（平成15年５月30日厚生労働省令第101号）が定められ（資2－2－11）、平成16年４月１

日より施行されています。なお、これまでの省令（「水質基準に関する省令」（平成４年12月21日

厚生省令第69号））は廃止されました。 

また、「水質基準に関する省令の制定及び水道法施行規則の一部改正等について」（平成15年10

“月10日健発第1010004号）により、水質基準を補完する項目として水質管理目標設定項目及び目

”標値が定められており（資2－2－12）、特に農薬類については、120種類の農薬を対象物質とし
て選定し、総農薬方式により計算される検出指標値（各検出値／各目標値の合計）で評価されるこ

ととなっています。 

平成23年には「水質基準に関する省令の一部改正等について（施行通知）」（平成23年1月28日

厚労省 健発0128第２号）により、＊トリクロロエチレンの基準値が0.03mg/Lから0.01mg/Lに変更さ

れました。 
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(2) 現況（平成27年度） 

①  河 川 
櫛田川水系１０地点（櫛田川６地点、蓮川１地点、孫川１地点、祓川２地点）、阪内川水系４地

点（阪内川３地点、桂瀬川１地点）、金剛川水系11地点（金剛川２地点、真盛川１地点、名古須川

２地点、九手川１地点、神道川１地点、愛宕川２地点、佐倉川１地点、勢々川１地点）、中の川水

系１地点（中の川１地点）、三渡川水系７地点（三渡川２地点、堀坂川１地点、中川１地点、百々

川２地点、甚太川１地点）、雲出川水系２地点（中村川２地点）、碧川水系２地点（碧川２地点）、

“ ” “ ”の計37地点で水質調査を行いました。なお、中の川については、現在、中(ﾅｶﾉ)川とされ

“ ”ていますが、三渡川水系の中(ﾅｶ)川でも調査を行っているので、区別するため、これまでどお

“ ”り、中の川と表記します 

河川に係る生活環境項目・健康項目と亜鉛・全窒素・全燐（以下、「その他の項目」と言います。）

調査結果概要を表3－2－3(1)～(7)に、環境基準の水域類型が指定されている水域の地点について

は環境基準適合状況を表3－2－4(1)、(2)に示します。なお、生活環境の保全に関する環境基準及

び人の健康の保護に関する環境基準（抜粋）を表3－2－1及び表3－2－2に示します。また、測定・

分析結果の詳細は、資1－2－1(1)～(5)、資1－2－2(1)～(4)、資1－2－3、資1－2－4に示します。 

表３－２－１ 生活環境の保全に関する環境基準（抜粋） 

項目

類型 

基  準  値 

*ｐＨ *ＢＯＤ *ＳＳ *ＤＯ *大腸菌群数 

AA 

6.5～8.5 

1mg/L以下 

 25mg/L以下 
7.5mg/L以上 

   50MPN/100mL以下 

Ａ 2mg/L以下 1,000MPN/100mL以下 

Ｂ 3mg/L以下 5  mg/L以上 5,000MPN/100mL以下 

Ｄ 6.0～8.5 8mg/L以下 100mg/L以下 2  mg/L以上 － 

表３－２－２ 人の健康の保護に関する環境基準（抜粋） 

項 目 基準値 

*硝酸性窒素及び 

亜硝酸性窒素 
10   mg/L以下 

*ふっ素 0.8 mg/L以下 

*ほう素 1   mg/L以下 

(a) 櫛田川水系 

A 生活環境項目・健康項目・その他の項目の調査結果 

櫛田川水系における生活環境項目の調査地点は、昨年度同様、櫛田川の犬飼、神殿（新野々

口橋）、栃川潜水橋、深野潜水橋、法田井堰及び松名瀬橋の６地点と、蓮川の新塩ヶ瀬橋、孫

川の神山橋、祓川の伊勢場橋及び祓川橋の計１０地点です。これら１０地点のうち松名瀬橋及
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び祓川橋では健康項目及びその他の項目についても調査しました。 

生活環境の保全に関する環境基準項目は、ｐＨ、ＢＯＤ、ＳＳ、ＤＯ及び大腸菌群数で、櫛

田川水系における類型指定の状況は、犬飼、神殿（新野々口橋）、栃川潜水橋及び深野潜水橋

がAA類型、法田井堰及び松名瀬橋がＡ類型となっています。 

これら６地点のｐＨは6.8～7.5の範囲にあり、昨年度同様、全地点で環境基準に適合してい

ました。櫛田川支川の４地点（蓮川の新塩ヶ瀬橋、孫川の神山橋及び祓川の伊勢場橋、祓川橋）

では6.7～7.5の範囲にありました。 

類型指定のある櫛田川の６地点のＢＯＤは定量下限値（0.5mg/L）未満～5.2mg/Lの範囲にあ

り、櫛田川支川の４地点では0.6～4.7mg/ Lの範囲にありました。 

櫛田川の６地点のＢＯＤについては、昨年度の調査では犬飼で3回、神殿（新野々口橋）で2

回、栃川潜水橋で3回、深野潜水橋で3回基準値を超えていました。それに対し、本調査では犬

飼で4回、神殿（新野々口橋）で4回、栃川潜水橋で4回、深野潜水橋で4回、松名瀬橋で3回基準

値を超える結果となり、環境基準適合率は33～100％でした。 

類型指定のある櫛田川の６地点のＳＳは定量下限値（1mg/L）未満～24mg/Lの範囲にあり、

昨年度同様、全地点で環境基準に適合していました。櫛田川支川の４地点では定量下限値

（1mg/L）未満～69mg/Lの範囲にありました。 

類型指定のある櫛田川の６地点のＤＯは8.0～12mg/Lの範囲にあり、昨年度は松名瀬橋で１

回環境基準を超過しておりましたが、本調査では全地点で環境基準に適合していました。櫛田

川支川の４地点では5.9～11mg/Lの範囲にありました。 

類型指定のある櫛田川の６地点の大腸菌群数は 0 ～1.1×104 MPN/100mLの範囲にあり、犬飼

で3回、神殿（新野々口橋）で3回、栃川潜水橋で3回、深野潜水橋で3回、法田井堰で2回ずつ基

準値を超え、環境基準適合率は50～100％でした。櫛田川支川の４地点では 0 ～5.9×105 

MPN/100mLの範囲にありました。

松名瀬橋及び祓川橋における人の健康の保護に関する環境基準項目のうち、硝酸性窒素及び

亜硝酸性窒素は定量下限値（0.5mg/L）未満～0.9mg/Lの範囲、ふっ素は定量下限値（0.08mg/L）

未満～0.19mg/Lの範囲、ほう素は0.02mg/L～0.75mg/Lの範囲にあり、昨年度同様、いずれも環

境基準に適合していました。なお、硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素等のこれら３項目を除く健康

項目のうち、カドミウムが0.001mg/L検出されましたが、指針値（カドミウム：0.003mg/L）に

は適合していました。これら以外の環境基準項目は検出されませんでした。 

松名瀬橋及び祓川橋におけるその他の項目については、＊亜鉛は松名瀬橋では定量下限値

（0.001mg/L）未満～0.031mg/L、祓川橋は定量下限値（0.001mg/L）未満～0.006mg/Lでした。

＊全窒素は松名瀬橋では0.51～0.93mg/L、祓川橋は1.1mg/Lでした。＊全燐は松名瀬橋では0.02

～0.03mg/L、祓川橋は定量下限値（0.01mg/L）未満～0.07mg/L、ノニルフェノールは松名瀬橋、

祓川橋ともに定量下限値（0.00006mg/L）未満でした。 
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　　年度

全地点 櫛田川６地点 櫛田川支川４地点 全地点 櫛田川６地点 櫛田川支川４地点

項目

　地点

 単位

ｐＨ － 6.6 ～ 7.8 6.6 ～ 7.8 6.7 ～ 7.6 6.7 ～ 7.5 6.8 ～ 7.5 6.7 ～ 7.5

ＢＯＤ mg/L 0.5未満～ 4.7 0.5未満～ 2.2 0.5未満～ 4.7 0.5未満～ 5.2 0.5未満～ 5.2 0.6 ～ 4.7

ＳＳ mg/L 1未満 ～ 35 1未満 ～ 16 1未満 ～ 35 1未満 ～ 69 1未満 ～ 24 1未満 ～ 69

ＤＯ mg/L 6.9 ～ 12 7.4 ～ 12 6.9 ～ 12 5.9 ～ 12 8 ～ 12 5.9 ～ 11

大腸菌群数 MPN/100mL 0 ～ 9.8×10
4 0 ～ 7.7×10

2 0 ～ 9.8×10
4 0 ～ 5.6×10

4 0 ～ 1.1×10
4 0 ～ 5.6×10

4

硝酸性窒素及び

亜硝酸性窒素
＊ mg/L 0.5 ～ 0.7 0.5 0.5 ～ 0.7 0.5未満～ 0.9 0.5未満 0.5 ～ 0.9

ふっ素
＊ mg/L 0.08未満～ 0.13 0.08未満～ 0.13 0.08未満 0.08未満～ 0.19 0.13 ～ 0.19 0.08未満

ほう素
＊ mg/L 0.01 ～ 0.51 0.09 ～ 0.51 0.01 ～ 0.03 0.02 ～ 0.75 0.71 ～ 0.75 0.02 ～ 0.03

亜鉛＊＊ mg/L 0.004 ～ 0.033 0.008 ～ 0.012 0.004 ～ 0.033 0.001未満～ 0.031 0.001未満～ 0.031 0.001未満～ 0.006

全窒素
＊＊ mg/L 0.51 ～ 0.81 0.51 ～ 0.65 0.56 ～ 0.81 0.51 ～ 1.1 0.51 ～ 0.93 1.1

全燐
＊＊ mg/L 0.01未満～ 0.04 0.01未満～ 0.02 0.02 ～ 0.04 0.01未満～ 0.07 0.02 ～ 0.03 0.01未満～ 0.07

注１）＊：下線の地点で実施。

注２）大腸菌群数は疎水格子フィルターを用いた測定方法による。

平成26年度

櫛田川６地点

櫛田川支川４地点

平成27年度

櫛田川６地点

櫛田川支川４地点

犬飼､神殿(新野々口橋)､栃川

潜水橋､深野潜水橋､法田井

堰､松名瀬橋

蓮川:新塩ケ瀬橋

孫川:神山橋

祓川:伊勢場橋

祓川:祓川橋

犬飼､神殿(新野々口橋)､栃川

潜水橋､深野潜水橋､法田井

堰､松名瀬橋

蓮川:新塩ケ瀬橋

孫川:神山橋

祓川:伊勢場橋

祓川:祓川橋

B 人の健康の保護に関する要監視項目の調査結果 

櫛田川水系における人の健康の保護に関する要監視項目調査地点は、櫛田川の松名瀬橋の1 

地点です。本調査では松名瀬橋にて全マンガンが0.010 mg/L検出されましたが、指針値(全

マンガン：0.2mg/L以下)には適合していました。これら以外の要監視項目は検出されませんで

した。 

C 農薬の水質評価指針項目の調査結果 

櫛田川水系における農薬の水質評価指針項目調査地点は、要監視項目同様、櫛田川の松名瀬

橋１地点です。全ての項目が検出されませんでした。 

    表３－２－３(1) 河川に係る生活環境項目・健康項目・その他の項目の調査結果概要 

(b) 阪内川水系 

A 生活環境項目・健康項目・その他の項目の調査結果 

阪内川水系における生活環境項目の調査地点は、昨年度同様、阪内川の宮橋、五曲橋、猟師

橋の３地点と、阪内川支川の桂瀬川のトント橋の計４地点です。これら４地点のうち、猟師橋

では健康項目及びその他の項目についても調査しました。 

阪内川水系における類型指定の状況は、宮橋がＡ類型、五曲橋及び猟師橋がＢ類型となって

います。これら３地点のｐＨは7.1～8.2の範囲にあり、昨年度同様、全て環境基準に適合して

いました。阪内川支川の１地点（桂瀬川のトント橋）では6.8～7.3の範囲にありました。 

類型指定のある阪内川の３地点のＢＯＤは定量下限値（0.5mg/L）未満～6.1mg/Lの範囲にあ

り、昨年度の調査では全地点で環境基準に適合していましたが、本調査では宮橋で1回、五曲橋

で1回基準値を超え、環境基準適合率は83～100％でした。阪内川支川の１地点では1.9～3.4mg/L

の範囲にありました。 

類型指定のある阪内川の３地点のＳＳは定量下限値（1mg/L）未満～92mg/Lの範囲であり、

昨年度の調査では五曲橋と漁師橋でそれぞれ1回基準値を超えていました。それに対し、本調査

では宮橋と五曲橋と漁師橋でそれぞれ2回基準値を超え、環境基準適合率は67～100％でした。
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　　年度

　　地点 全地点 阪内川３地点 阪内川支川１地点 全地点 阪内川３地点 阪内川支川１地点

項目  単位

ｐＨ － 6.7 ～ 8.1 6.7 ～ 8.1 7.1 ～ 7.5 6.8 ～ 8.2 7.1 ～ 8.2 6.8 ～ 7.3

ＢＯＤ mg/L 0.5未満～ 3.0 0.5未満～ 3.0 0.5未満～ 1.1 0.5未満～ 6.1 0.5未満～ 6.1 1.9 ～ 3.4

ＳＳ mg/L 1未満 ～ 38 1未満 ～ 38 1未満 ～ 22 1未満 ～ 160 1未満 ～ 92 1未満 ～ 160

ＤＯ mg/L 6.6 ～ 12 6.6 ～ 12 8.3 ～ 11 7.7 ～ 12 8.3 ～ 12 7.7 ～ 11

大腸菌群数 MPN/100mL 20 ～ 1.7×10
5 20 ～ 8.9×10

2
2.0×10

2 ～ 1.7×10
5 0 ～ 6.6×10

4 0 ～ 9.0×10
3 0 ～ 6.6×10

4

硝酸性窒素及び

亜硝酸性窒素
＊ mg/L 0.8 ～ 1.0 0.8 ～ 1.0 － ～ － 0.5 ～ 1.8 0.5 ～ 1.8 － ～ －

ふっ素＊ mg/L 0.08未満 0.08未満 － ～ － 0.08未満 0.08未満 － ～ －

ほう素＊ mg/L 0.07 ～ 0.11 0.07 ～ 0.11 － ～ － 0.04 ～ 0.24 0.04 ～ 0.24 － ～ －

亜鉛＊ mg/L 0.007 ～ 0.046 0.007 ～ 0.046 － ～ － 0.001未満～ 0.023 0.001未満～ 0.023 － ～ －

全窒素＊ mg/L 0.9 ～ 1.1 0.9 ～ 1.1 － ～ － 0.91 ～ 1.1 0.91 ～ 1.1 － ～ －

全燐＊ mg/L 0.02 ～ 0.06 0.02 ～ 0.06 － ～ － 0.06 ～ 0.1 0.06 ～ 0.10 － ～ －

注１）＊：下線の地点で実施。

注２）大腸菌群数は疎水格子フィルターを用いた測定方法による。

阪内川３地点

阪内川支川１地点

阪内川３地点

阪内川支川１地点

宮橋､五曲橋､猟師橋 桂瀬川:トント橋

平成26年度 平成27年度

宮橋､五曲橋､猟師橋 桂瀬川:トント橋

ＤＯは8.3～12mg/Lの範囲にあり、昨年度同様、全地点で環境基準に適合していました。阪内川

支川の１地点では、ＳＳは定量下限値（1mg/L）未満～1.6×102mg/L、ＤＯは7.7～11mg/Lの範

囲にありました。 

類型指定のある阪内川の３地点の大腸菌群数は0～9.0×103 MPN/100mLの範囲にあり、昨年度

は全て環境基準に適合していましたが、本調査では宮橋と漁師橋でそれぞれ2回基準値を超えて

いました。阪内川支川の１地点では0～6.6×104 MPN/100mLの範囲にありました。 

猟師橋における人の健康の保護に関する環境基準項目のうち、硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素

は0.5～1.8mg/Lの範囲であり、昨年度同様、環境基準に適合していました。ふっ素は定量下限

値（0.08mg/L）未満、ほう素は0.04～0.24mg/Lの範囲にあり、昨年度同様、環境基準に適合し

ていました。硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素等のこれら３項目を除く健康項目のうち、カドミウ

ムが0.001mg/L検出されましたが、指針値（カドミウム：0.003mg/L）には適合していました。

これら以外の環境基準項目は検出されませんでした。 

猟師橋におけるその他の項目については、亜鉛は定量下限値（0.001mg/L）未満～0.023mg/L、

全窒素は0.91～1.1mg/L、全燐は0.06～0.10mg/L、ノニルフェノールは定量下限値（0.00006mg/L）

未満でありました。 

B 人の健康の保護に関する要監視項目の調査結果 

阪内川水系における人の健康の保護に関する要監視項目調査地点は、阪内川の猟師橋１地点

です。 

本調査では全マンガンが0.30mg/L検出され、指針値(全マンガン：0.2mg/L以下)には適合し

ておりませんでした。これら以外の要監視項目は検出されませんでした。 

C 農薬の水質評価指針項目の調査結果 

阪内川水系における農薬の水質評価指針項目調査地点は、要監視項目同様、阪内川の猟師橋

１地点です。昨年度は農薬の水質評価指針項目は検出されませんでしたが、本調査ではブロモ

ブチドが0.004mg/L検出されましたが、指針値（ブロモブチド：0.04mg/L）には適合していまし

た。これら以外の水質評価指針項目は検出されませんでした。 

表３－２－３(2)  河川に係る生活環境項目・健康項目・その他の項目の調査結果概要 
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(c) 金剛川水系 

A生活環境項目・健康項目・その他の項目の調査結果 

金剛川水系における生活環境項目の調査地点は、金剛川の焼橋及び金剛橋、真盛川の真盛橋、

名古須川の橋本橋及び北出橋、九手川の環状線橋、神道川の神道川樋門、愛宕川の五十鈴橋及

び愛宕川樋門、佐倉川の佐倉橋、勢々川の勢々川橋の計11地点です。これら11地点のうち、焼

橋及び愛宕川樋門では健康項目及びその他の項目についても調査しました。 

金剛川水系における類型指定の状況は、焼橋及び金剛橋がＤ類型となっています。これら２

地点のｐＨは6.7～7.5の範囲にあり、昨年度と同じく本調査では全て環境基準に適合していま

した。金剛川支川の10地点（真盛川の真盛橋、名古須川の橋本橋及び北出橋、九手川の環状線

橋、神道川の神道川樋門、愛宕川の五十鈴橋及び愛宕川樋門、大口ポンプ場導水路、佐倉川の

佐倉橋、勢々川の勢々川橋）では4.5～7.5の範囲にありました。 

類型指定のある金剛川の２地点のＢＯＤは2.3～5.2mg/Lの範囲にあり、昨年度と同じく本調

査でも全て環境基準に適合し、環境基準適合率は100％でした。金剛川支川の10地点では1.9～

1.6×102mg/Lの範囲にありました。 

類型指定のある金剛川の２地点のＳＳは定量下限値（１mg/L）未満～1.7×102mg/Lの範囲に

あり、昨年度は全て環境基準に適合していましたが、本調査では焼橋で1回基準値を超えていま

した。ＤＯは7.2～12mg/Lの範囲にあり、昨年度同様、環境基準に適合していました。金剛川支

川の10地点では、ＳＳは定量下限値（１mg/L）未満～1.8×102mg/Lの範囲、ＤＯは3.0～17mg/L

の範囲にありました。 

類型指定のある金剛川の２地点の大腸菌群数は0～6.8×104 MPN/100mLの範囲にあり、金剛

川支川の10地点では0～1.0×105 MPN/100mLの範囲にありました。 

焼橋及び愛宕川樋門における人の健康の保護に関する環境基準項目のうち、硝酸性窒素及び

亜硝酸性窒素は0.6～1.4mg/Lの範囲、ふっ素は定量下限値（0.08mg/L）未満～0.13mg/Lの範囲、

ほう素は0.01～0.22mg/ Lの範囲で、いずれも環境基準に適合していました。硝酸性窒素及び亜

硝酸性窒素等のこれら３項目を除く健康項目のうち、愛宕川樋門でカドミウムが0.001mg/L検出

されましたが、指針値（カドミウム：0.01mg/L）には適合していました。これら以外の要監視

項目は検出されませんでした。 

焼橋及び愛宕川樋門におけるその他の項目については、亜鉛は焼橋では定量下限値

（0.001mg/L）未満～0.012 mg/L、愛宕川樋門では0.001～0.039 mg/L、全窒素は焼橋では1.6

～1.9 mg/L、愛宕川樋門では2.2～2.3mg/Lでした。全燐は焼橋では0.05～0.13 mg/L、愛宕川樋

門では0.09～0.31mg/L、ノニルフェノールは焼橋では定量下限値（0.00006mg/L）未満～

0.00008mg/L、愛宕川樋門では0.00007～0.00013mg/Lでした。 
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年度

全地点 金剛川２地点 金剛川支川９地点 全地点 金剛川２地点 金剛川支川９地点

項目

地点

単位

ｐＨ － 6.4 ～ 10.1 6.6 ～ 7.9 6.4 ～ 10.1 4.5 ～ 7.5 6.7 ～ 7.5 4.5 ～ 7.5

ＢＯＤ mg/L 1.5 ～ 11 1.5 ～ 7.5 1.6 ～ 11 2.1 ～ 160 2.3 ～ 5.2 2.1 ～ 160

ＳＳ mg/L 1未満 ～ 58 1未満 ～ 25 1未満 ～ 58 1未満 ～ 180 1未満 ～ 170 1未満 ～ 180

ＤＯ mg/L 2.6 ～ 16 4.4 ～ 12 2.6 ～ 16 3.0 ～ 17 7.2 ～ 12 3.0 ～ 17

大腸菌群数 MPN/100mL 20 ～ 2.0×10
5
1.0×10

2 ～ 4.3×10
3 20 ～ 2.0×10

5 0 ～ 1.0×10
5 0 ～ 6.8×10

4 0 ～ 1.0×10
5

硝酸性窒素及び

亜硝酸性窒素＊
mg/L 0.8 ～ 1.8 0.8 ～ 1.3 1.1 ～ 1.8 0.6 ～ 1.4 0.6 ～ 0.7 1.0 ～ 1.4

ふっ素
＊ mg/L 0.08未満 0.08未満 0.08未満 0.08未満 0.13 0.08未満 0.08未満～ 0.13

ほう素
＊ mg/L 0.02 ～ 0.14 0.02 0.09 ～ 0.14 0.01 ～ 0.22 0.01 ～ 0.05 0.04 ～ 0.22

亜鉛＊ mg/L 0.006 ～ 0.02 0.006 ～ 0.01 0.016 ～ 0.02 0.001未満～ 0.039 0.001未満～ 0.012 0.001 ～ 0.039

全窒素
＊ mg/L 1.2 ～ 2.3 1.2 ～ 1.5 1.5 ～ 2.3 1.6 ～ 2.3 1.6 ～ 1.9 2.2 ～ 2.3

全燐
＊ mg/L 0.08 ～ 0.15 0.08 ～ 0.15 0.113 ～ 0.15 0.05 ～ 0.31 0.05 ～ 0.13 0.09 ～ 0.31

注１）＊：下線の地点で実施。

注２）大腸菌群数は疎水格子フィルターを用いた測定方法による。

金剛川２地点

金剛川支川９地点

焼橋､金剛橋 真盛川:真盛橋

名古須川:橋本橋､北出橋

九手川:環状線橋

神道川:神道川樋門

愛宕川:五十鈴橋､愛宕川樋門

佐倉川:佐倉橋

勢々川:勢々川橋

焼橋､金剛橋 真盛川:真盛橋

名古須川:橋本橋､北出橋

九手川:環状線橋

神道川:神道川樋門

愛宕川:五十鈴橋､愛宕川樋門

佐倉川:佐倉橋

勢々川:勢々川橋

平成27年度

金剛川２地点

金剛川支川９地点

平成26年度

B 人の健康の保護に関する要監視項目の調査結果 

金剛川水系における人の健康の保護に関する要監視項目調査地点は、金剛川の焼橋１地点で

す。昨年度はニッケルが0.001mg/L、全マンガンが0.077mg/Lそれぞれ検出されました。本調査

では全マンガンが0.077mg/L検出されましたが、指針値(全マンガン：0.2mg/L以下)には適合し

ていました。これら以外の要監視項目は検出されませんでした。 

C 農薬の水質評価指針項目の調査結果 

金剛川水系における農薬の水質評価指針項目調査地点は、要監視項目同様、金剛川の焼橋１

地点です。昨年度はブロモブチドが0.005mg/L検出されました。本調査ではブロモブチドが

0.010mg/L検出されましたが、指針値（ブロモブチド：0.04mg/L）には適合していました。これ

ら以外の水質評価指針項目は検出されませんでした。 

 表３－２－３(3)  河川に係る生活環境項目・健康項目・その他の項目の調査結果概要 

(d) 中の川水系 

A生活環境項目・健康項目・その他の項目の調査結果 

中の川水系における調査地点は、昨年度同様、中の川の中の川樋門１地点です。中の川樋門

におけるｐＨは6.7～7.2の範囲にあり、ＢＯＤは2.5～5.4mg/Lの範囲にありました。ＳＳ及び

ＤＯはそれぞれ1.7～68mg/Lの範囲、5.8～10mg/Lの範囲にありました。 

大腸菌群数については 0 ～1.6×104 MPN／100m Lの範囲にありました。

中の川樋門における人の健康の保護に関する環境基準項目のうち、硝酸性窒素及び亜硝酸性

窒素は定量下限値（0.5mg/L）未満～0.8mg/L の範囲、ふっ素は定量下限値（0.08mg/L）未満、

ほう素は0.05～0.09mg/Lの範囲にあり、昨年度同様いずれも環境基準に適合していました。硝

酸性窒素及び亜硝酸性窒素等のこれら３項目を除く健康項目のうち、カドミウムが0.001mg/L

検出されましたが、指針値（カドミウム：0.01mg/L）には適合していました。これら以外の要

監視項目は検出されませんでした。 

中の川樋門におけるその他の項目については、亜鉛は定量下限値（0.001mg/L）未満～
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年度

地点 中の川１地点 中の川１地点

項目  単位
中の川樋門 中の川樋門

ｐＨ － 6.6 ～ 7.3 6.7 ～ 7.2

ＢＯＤ mg/L 2.7 ～ 8 2.5 ～ 5.4

ＳＳ mg/L 1.8 ～ 72 1.7 ～ 68

ＤＯ mg/L 3.4 ～ 10 5.8 ～ 10

大腸菌群数 MPN/100mL8.5×10
2 ～ 4.3×10

4 0 ～ 1.6×10
4

硝酸性窒素及び

亜硝酸性窒素
mg/L 0.8 ～ 1.0 0.5未満～ 0.8

ふっ素 mg/L 0.12 ～ 0.13 0.8未満

ほう素 mg/L 0.06 ～ 0.23 0.05 ～ 0.09

亜鉛 mg/L 0.01 0.001未満～ 0.009

全窒素 mg/L 1.6 ～ 1.9 1.4 ～ 6.9

全燐 mg/L 0.27 ～ 0.38 0.24 ～ 6.0

注１）大腸菌群数は疎水格子フィルターを用いた測定方法による。

平成26年度 平成27年度

0.009mg/L、全窒素は1.4～6.9mg/L、全燐は0.24～0.60mg/L、ノニルフェノールは0.00009mg/L

でした。 

表３－２－３(4)  河川に係る生活環境項目・健康項目・その他の項目の調査結果概要 

(e) 三渡川水系 

A生活環境項目・健康項目・その他の項目の調査結果 

三渡川水系における生活環境項目の調査地点は、昨年度同様、三渡川の三渡橋及びほたる橋、

堀坂川の船橋、中川の中川樋門、百々川の延寿橋及び松崎橋、甚太川の甚太橋の計７地点です。

これら７地点のうち、三渡橋、中川樋門及び松崎橋では健康項目及びその他の項目についても

調査しました。 

これら７地点のｐＨは6.7～7.5の範囲にあり、ＢＯＤは0.5～5.9mg/Lの範囲にありました。

ＳＳ及びＤＯはそれぞれ定量下限値（1mg/L）未満～1.5×102 mg/Lの範囲、4.8～11mg/Lの範囲

にありました。 

大腸菌群数については 0 ～1.1×105 MPN/100mLの範囲にありました。 

三渡橋、中川樋門及び松崎橋における人の健康の保護に関する環境基準項目のうち、硝酸性

窒素及び亜硝酸性窒素は0.6～1.6mg/Lの範囲、ふっ素は定量下限値（0.08mg/L）未満～0.45mg/L

の範囲で、昨年度同様、全地点で環境基準に適合していました。ほう素は0.02～2.1mg/Lの範囲

にあり、三渡橋で1回基準値を超えていました。硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素等のこれら３項目

を除く健康項目は、昨年度同様、本調査ではカドミウムが0.001mg/L検出されましたが、指針値

（カドミウム：0.01mg/L）には適合していました。これら以外の健康項目は検出されませんで

した。 

三渡橋、中川樋門及び松崎橋におけるその他の項目については、亜鉛は定量下限値

（0.001mg/L）未満～0.011 mg/Lの範囲、全窒素は 0.85～2.6 mg/Lの範囲、全燐は0.05～0.29 

mg/L、ノニルフェノールは定量下限値（0.00006mg/L）未満～0.00018mg/Lの範囲にありました。 
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年度

全地点7地点 全地点7地点

項目

地点

単位

ｐＨ － 6.7 ～ 7.9 6.7 ～ 7.5

ＢＯＤ mg/L 0.5未満～ 0.78 0.5 ～ 5.9

ＳＳ mg/L 1未満 ～ 80 1未満 ～ 150

ＤＯ mg/L 3.4 ～ 12 4.8 ～ 11

大腸菌群数 MPN/100mL1.0×102 ～ 2.4×105 0 ～ 1.1×105

硝酸性窒素及び

亜硝酸性窒素＊
mg/L 0.9 ～ 2.1 0.6 ～ 1.6

ふっ素＊ mg/L 0.08未満～ 0.13 0.08未満～ 0.45

ほう素
＊ mg/L 0.02 ～ 0.09 0.02 ～ 2.1

亜鉛＊ mg/L 0.003 ～ 0.034 0.001未満～ 0.011

全窒素＊ mg/L 1.2 ～ 2.3 0.85 ～ 2.6

全燐＊ mg/L 0.02 ～ 0.29 0.05 ～ 0.29

注１）＊：下線の地点で実施。

注２）大腸菌群数は疎水格子フィルターを用いた測定方法による。

三渡川:三渡橋、ほたる橋

堀坂川:船橋

中川:中川樋門

百々川:延寿橋､松崎橋

甚太川:甚太橋

三渡川:三渡橋、ほたる橋

堀坂川:船橋

中川:中川樋門

百々川:延寿橋､松崎橋

甚太川:甚太橋

平成27年度平成26年度

表３－２－３(5)  河川に係る生活環境項目・健康項目・その他の項目の調査結果概要 

(f) 雲出川水系 

A生活環境項目・健康項目・その他の項目の調査結果 

雲出川水系における生活環境項目の調査地点は、昨年度同様、中村川の小原中組橋及び宮野

橋の２地点です。小原中組橋では、健康項目及びその他の項目についても調査しました。 

雲出川水系における類型指定の状況は、小原中組橋及び宮野橋がAA類型となっています。 

これら２地点のｐＨは6.7～7.9の範囲にあり、昨年度同様、全地点で環境基準に適合してお

り、環境基準適合率は100％でした。ＢＯＤは定量下限値（0.5mg/L）未満～5.5mg/Lの範囲にあ

り、昨年度は宮野橋で1回基準値を超えていましたが、本調査では小原中組橋と宮野橋でそれぞ

れ2回基準値を超えており、環境基準適合率は67～100％でした。ＳＳは定量下限値（1mg/L）未

満～2.4mg/L、ＤＯは8.8～12mg/Lの範囲にあり、昨年度同様、全地点で環境基準に適合してい

ました。大腸菌群数は 0 ～7.3×102 MPN/100mLの範囲にあり、小原中組橋で1回基準値を超え、

環境基準適合率は83～100％でした。 

小原中組橋における人の健康の保護に関する環境基準項目のうち、硝酸性窒素及び亜硝酸性

窒素は定量下限値（0.5mg/L）未満～0.5mg/Lでした。ふっ素は定量下限値（0.08mg/L）未満、

ほう素は0.01mg/Lの範囲にあり、昨年度同様、環境基準に適合していました。なお、それ以外

の健康項目はいずれも検出されませんでした。 

小原中組橋におけるその他の項目については、亜鉛は定量下限値（0.001mg/L）未満～0.008mg/L、

全窒素は0.28～0.57mg/L、全燐は定量下限値（0.01mg/L）未満～0.01mg/L、ノニルフェノー

ルは定量下限値（0.00006mg/L）未満でした。 
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年度

地点 中村川２地点 中村川２地点

項目  単位
小原中組橋､宮野橋 小原中組橋､宮野橋

ｐＨ － 7.0 ～ 7.6 6.7 ～ 7.9

ＢＯＤ mg/L 0.5未満～ 1.7 0.5未満～ 5.5

ＳＳ mg/L 1未満 ～ 4 1未満 ～ 2.4

ＤＯ mg/L 8.5 ～ 11 8.8 ～ 12

大腸菌群数 MPN/100mL 0 ～ 7.3×102 0 ～ 7.3×102

硝酸性窒素及び

亜硝酸性窒素＊
mg/L 0.5未満 0.5未満～ 0.5

ふっ素＊ mg/L 0.08未満 0.08未満

ほう素＊ mg/L 0.02 0.01

亜鉛＊ mg/L 0.003 ～ 0.006 0.001未満～ 0.008

全窒素＊ mg/L 0.39 ～ 0.41 0.28 ～ 0.57

全燐＊ mg/L 0.01未満 0.01未満～ 0.01

注１）＊：下線の地点で実施。

注２）大腸菌群数は疎水格子フィルターを用いた測定方法による。

平成26年度 平成27年度

表３－２－３(6)  河川に係る生活環境項目・健康項目・その他の項目の調査結果概要 

 (g) 碧川水系 

A 生活環境項目・健康項目・その他の項目の調査結果 

碧川水系における調査地点は、碧川の新碧川橋と新井用水の計２地点です。 

碧川水系におけるｐＨは6.7～7.5の範囲にあり、ＢＯＤは1.4～8.0mg/Lの範囲にありました。

ＳＳ及びＤＯはそれぞれ定量下限値（1mg/L）未満～41mg/Lの範囲、5.1～9.5mg/Lの範囲にあり

ました。大腸菌群数については 0 ～8.6×104 MPN／100mLの範囲にありました。 

碧川水系における人の健康の保護に関する環境基準項目のうち、硝酸性窒素及び亜硝酸性窒

素は0.8～2.3mg/L、ふっ素は定量下限値（0.08mg/L）未満、ほう素は0.02～0.04mg/Lの範囲に

あり、昨年度同様、環境基準に適合していました。硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素等のこれら３

項目を除く健康項目はいずれも検出されませんでした。 

碧川水系におけるその他の項目については、亜鉛は0.002～0.012mg/L、全窒素は2.0～

2.1mg/L、全燐は0.17～0.18mg/L、ノニルフェノールは定量下限値（0.00006mg/L）未満 ～ 

0.00010mg/Lでした。 
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年度

地点 碧川２地点 碧川２地点

項目 単位
新碧川橋、新井用水 新碧川橋、新井用水

ｐＨ － 6.9 ～ 7.6 6.7 ～ 7.5

ＢＯＤ mg/L 0.6 ～ 8.0 1.4 ～ 8.0

ＳＳ mg/L 1未満 ～ 50 1未満 ～ 41

ＤＯ mg/L 6.2 ～ 9.8 5.1 ～ 9.5

大腸菌群数 MPN/100mL2.0×102 ～ 1.0×104 0 ～ 8.6×104

硝酸性窒素及び

亜硝酸性窒素＊
mg/L 0.8 ～ 1.1 0.8 ～ 2.3

ふっ素＊ mg/L 0.08未満 0.08未満

ほう素＊ mg/L 0.02 ～ 0.06 0.02 ～ 0.04

亜鉛＊ mg/L 0.009 ～ 0.011 0.002 ～ 0.012

全窒素＊ mg/L 0.98 ～ 1.7 2.0 ～ 2.1

全燐
＊ mg/L 0.08 ～ 0.15 0.17 ～ 0.18

注１）＊：下線の地点で実施。

注２）大腸菌群数は疎水格子フィルターを用いた測定方法による。

平成26年度 平成27年度

表３－２－３(7)  河川に係る生活環境項目・健康項目・その他の項目の調査結果概要 
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地点名 項目 単　位 平均値 範囲 75％値適合率(％)

ｐＨ － 7.1 6.8 ～ 7.3 100

ＢＯＤ mg/L 1.3 0.6 ～ 1.6 1.5 33

ＳＳ mg/L 1.8 1未満～ 4.6 100

ＤＯ mg/L 10 8.9 ～ 12 100

大腸菌群数MPN/100mL 4.7×10
2 0 ～9.8×10

2 50

ｐＨ － 7.3 7.1 ～ 7.5 100

ＢＯＤ mg/L 1.2 0.6 ～ 1.9 1.4 33

ＳＳ mg/L 2.0 1未満～ 5.5 100

ＤＯ mg/L 10 8.8 ～ 12 100

大腸菌群数MPN/100mL 6.1×10
2 0 ～1.4×10

3 50

ｐＨ － 7.4 7.2 ～ 7.5 100

ＢＯＤ mg/L 1.3 0.6 ～ 1.7 1.6 33

ＳＳ mg/L 2.5 1未満～ 7.8 100

ＤＯ mg/L 10 8.8 ～ 12 100

大腸菌群数MPN/100mL 8.6×10
2 0 ～2.5×10

3 50

ｐＨ － 7.4 7.2 ～ 7.5 100

ＢＯＤ mg/L 1.3 0.5未満～ 1.8 1.7 33

ＳＳ mg/L 2.7 1未満～ 8.3 100

ＤＯ mg/L 10 8.9 ～ 11 100

大腸菌群数MPN/100mL 6.4×10
2 0 ～2.5×10

3 50

ｐＨ － 7.4 7.1 ～ 7.5 100

ＢＯＤ mg/L 1.4 0.9 ～ 1.9 1.6 100

ＳＳ mg/L 6.4 1未満～ 24 100

ＤＯ mg/L 9.7 8.3 ～ 12 100

大腸菌群数MPN/100mL 3.1×10
3 0 ～1.1×10

4 67

ｐＨ － 7.2 7.1 ～ 7.3 100

ＢＯＤ mg/L 2.7 0.7 ～ 5.2 5.2 50

ＳＳ mg/L 2.2 1未満～ 3.8 100

ＤＯ mg/L 9.2 8.0 ～ 11 100

大腸菌群数MPN/100mL 2.6×10
2 0 ～3.4×10

2 100

注１）75％値：ｎ個の日間平均値を水質の良いものから並べたとき、0.75×ｎ番目にくる数値
　　　本調査では、ｎが６個と少ないので、参考値として算出したもの。
注２）適合率（％）＝（環境基準を満足している日数／総測定日数）×100

注３）大腸菌群数の値は疎水格子フィルターを用いた測定方法による。

櫛田川

法田井堰
Ａ類型

櫛田川

深野潜水橋

AA類型

櫛田川

松名瀬橋
Ａ類型

櫛田川

犬飼

AA類型

櫛田川

神殿
(新野々口橋)

AA類型

櫛田川
栃川潜水橋

AA類型

表３－２－４(1) 環境基準類型の指定されている調査地点における環境基準適合状況 
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地点名 項　目 単位 平均値 範囲 75％値適合率(％)

ｐＨ － 7.6 7.3 ～ 7.8 100

ＢＯＤ mg/L 1.3 0.5 ～ 2.8 1.9 83

ＳＳ mg/L 28 1未満～ 92 67

ＤＯ mg/L 9.9 8.8 ～ 11 100

大腸菌群数MPN/100mL 1.1×10
3 60 ～3.9×10

3 67

ｐＨ － 7.5 7.1 ～ 8.2 100

ＢＯＤ mg/L 2.1 0.6 ～ 6.1 1.7 83

ＳＳ mg/L 24 1未満～ 86 67

ＤＯ mg/L 9.8 8.5 ～ 11 100

大腸菌群数MPN/100mL 1.5×10
3 0 ～5.0×10

3 100

ｐＨ － 7.5 7.2 ～ 8.2 100

ＢＯＤ mg/L 1.7 0.7 ～ 2.7 2.3 100

ＳＳ mg/L 18 1未満～ 59 67

ＤＯ mg/L 9.6 8.3 ～ 12 100

大腸菌群数MPN/100mL 3.3×10
3 0 ～9.0×10

3 67

ｐＨ － 7.1 6.7 ～ 7.4 100

ＢＯＤ mg/L 3.8 2.6 ～ 5.2 4.4 100

ＳＳ mg/L 49 1.8 ～ 170 83

ＤＯ mg/L 8.7 7.2 ～ 9.9 100

大腸菌群数MPN/100mL 1.5×10
4 0 ～6.8×10

4 -

ｐＨ － 7.1 6.7 ～ 7.5 100

ＢＯＤ mg/L 3.6 2.3 ～ 4.9 4.4 100

ＳＳ mg/L 18 1未満～ 42 100

ＤＯ mg/L 9.2 7.3 ～ 12 100

大腸菌群数MPN/100mL 3.6×10
3 0 ～1.1×10

4 -

ｐＨ － 7.4 6.9 ～ 7.9 100

ＢＯＤ mg/L 1.2 0.5未満～ 2.6 1.5 67

ＳＳ mg/L 1.4 1未満～ 2.4 100

ＤＯ mg/L 11 8.8 ～ 12 100

大腸菌群数MPN/100mL 2.0×10
2 0 ～7.3×10

2 83

ｐＨ － 7.4 6.7 ～ 7.9 100

ＢＯＤ mg/L 1.7 0.5未満～ 5.5 1.6 67

ＳＳ mg/L 1未満 1未満 100

ＤＯ mg/L 10 8.8 ～ 12 100

大腸菌群数MPN/100mL 30 0 ～ 40 100

注１）75％値：ｎ個の日間平均値を水質の良いものから並べたとき、0.75×ｎ番目にくる数値
　　　本調査では、ｎが６個と少ないので、参考値として算出したもの。
注２）適合率（％）＝（環境基準を満足している日数／総測定日数）×100

注３）大腸菌群数の値は疎水格子フィルターを用いた測定方法による。

阪内川

宮橋
Ａ類型

阪内川

五曲橋

Ｂ類型

中村川

宮野橋
AA類型

阪内川

猟師橋

Ｂ類型

金剛川

焼橋

Ｄ類型

金剛川
金剛橋

Ｄ類型

中村川
小原中組橋

AA類型

表３－２－４(2) 環境基準類型の指定されている調査地点における環境基準適合状況 
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項目　　　 単位
年度 環境基準値

（Ｂ・Ⅱ）

ｐＨ － 7.8 ～ 8.6 8.0 ～ 8.8 7.8～8.3

ＣＯＤ mg/L 0.5未満～ 2.4 0.7 ～ 5.2 3 以下（75%値）

ＤＯ mg/L 6.7 ～ 11 6.5 ～ 12 5   以上

n-ﾍｷｻﾝ抽出物質 mg/L 0.5未満 0.5未満 検出されないこと

全窒素 mg/L 0.20 ～ 0.68 0.10 ～ 0.36 0.3 以下（年平均）

全燐 mg/L 0.03 ～ 0.6 0.02 ～ 0.04 0.03以下（年平均）

亜鉛 mg/L0.001未満～0.030 0.001未満～0.050 0.02　以下

平成26年度 平成27年度

②  海 域 
５地点で水質調査を行いました。海域に係る生活環境項目調査結果概要を表3－2－5に、各地点

の環境基準適合状況を表3－2－6に示します。なお、測定・分析結果の詳細は、資1－2－5に示しま

す。以下に測定結果の評価を記載します。 

生活環境の保全に関する環境基準項目のうち調査海域で設定がある項目は、ｐＨ、*ＣＯＤ、ＤＯ、

＊n-ヘキサン抽出物質、全窒素及び全燐です。調査海域は環境基準のうちＢ・Ⅱ類型が適用されて

おり、基準値は表3－2－5に示したとおりです。 

ｐＨは8.0～8.8の範囲にあり、昨年度は松名瀬橋松世崎地先1,000mと猟師町大正新田地先1,000

ｍで基準値を超えており、本調査では松阪港沖2000ｍ、猟師町大正新田地先1,000ｍ、猟師漁港沖

500ｍで基準値を超えておりました。 

ＣＯＤ（75％値）は、2.6～4.0mg/Lの範囲にあり、昨年度は全地点で環境基準に適合していまし

たが、本調査では松阪港沖500ｍ、猟師町大正新田地先1,000ｍ、猟師漁港沖500ｍで基準値を超え

ておりました。 

ＤＯは6.5～12mg/Lの範囲にあり、全地点で環境基準に適合していました。 

n-ヘキサン抽出物質は全ての地点で定量下限値（0.5mg/L）未満でした。 

全窒素は0.10～0.36mg/L（年平均）の範囲にあり、昨年度は松名瀬橋松世崎地先1,000m、松阪港

沖500ｍ、松阪港沖2000ｍ、猟師漁港沖500ｍで基準値を超えており、本調査では松阪港沖500ｍで

基準値を超えておりました。 

全燐は0.02～0.04mg/L（年平均）の範囲にあり、昨年度は松阪港沖500ｍ、猟師漁港沖500ｍで基

準値を超えており、本調査では松名瀬橋松世崎地先1,000m、松阪港沖500ｍで基準値を超えており

ました。 

亜鉛は定量下限値未満（0.001mg/L）未満～0.050mg/Lの範囲にあり、全地点で環境基準に適合し

ていました。 

表３－２－５ 海域に係る生活環境項目調査結果概要 
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地点名 項　目 単位 平均値 範　　囲 75％値適合率(％)

ｐＨ － 8.2 8.1 ～ 8.3 100

ＣＯＤ mg/L 2.8 2.0 ～ 4.0 2.6 -

ＤＯ mg/L 10.2 8.9 ～  11   100

n-ﾍｷｻﾝ抽出物質 mg/L 0.5未満 100

全窒素 mg/L 0.2 0.09 ～ 0.42 -

全燐 mg/L 0.04 0.01未満～ 0.06 -

亜鉛 mg/L 0.024 0.003 ～0.050 100

ｐＨ － 8.1 8.0 ～ 8.2 100

ＣＯＤ mg/L 3.5 1.4 ～ 5.2 4.0 -

ＤＯ mg/L 9.7 8.3 ～ 11 100

n-ﾍｷｻﾝ抽出物質 mg/L 0.5未満 0.5未満 100

全窒素 mg/L 0.36 0.1 ～ 0.93 -

全燐 mg/L 0.03 0.01 ～ 0.05 -

亜鉛 mg/L 0.014 0.0 ～0.027 100

ｐＨ － 8.1 8.0 ～ 8.4 75

ＣＯＤ mg/L 2.3 0.7 ～ 4.4 2.8 -

ＤＯ mg/L 9.0 6.5 ～  11   100

n-ﾍｷｻﾝ抽出物質 mg/L 0.5未満 0.5未満 100

全窒素 mg/L 0.16 0.05未満～ 0.27 -

全燐 mg/L 0.02 0.01未満～ 0.03 -

亜鉛 mg/L 0.015 0.007 ～0.022 100

ｐＨ － 8.3 8.1 ～ 8.8 75

ＣＯＤ mg/L 2.4 0.9 ～ 3.6 3.2 -

ＤＯ mg/L 11.0 8.9 ～ 12 100

n-ﾍｷｻﾝ抽出物質 mg/L 0.5未満 0.5未満 100

全窒素 mg/L 0.10 0.05未満～ 0.16 -

全燐 mg/L 0.02 0.01 ～ 0.03 -

亜鉛 mg/L 0.007 0.001未満～0.012 100

ｐＨ － 8.2 8.0 ～ 8.6 75

ＣＯＤ mg/L 2.8 1.2 ～ 4.4 3.4 -

ＤＯ mg/L 10.5 7.9 ～ 12 100

n-ﾍｷｻﾝ抽出物質 mg/L 0.5未満 0.5未満 100

全窒素 mg/L 0.28 0.05未満～ 0.60 -

全燐 mg/L 0.03 0.02 ～ 0.04 -

亜鉛 mg/L 0.018 0.012 ～0.024 100

注１）75％値：ｎ個の日間平均値を水質の良いものから並べたとき、0.75×ｎ番目にくる数値

本調査では、ｎが4個と少ないので、参考値として算出したもの。

２）適合率（％）＝（環境基準を満足している日数／総測定日数）×100

松名瀬橋
松世崎地先

1,000ｍ

猟師漁港沖
500ｍ

猟師町

大正新田地先

1,000ｍ

松阪港沖

2,000ｍ

松阪港沖

500ｍ

0.5未満

表３－２－６ 調査地点における環境基準適合状況 
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③  地下水 
松阪市内の２地点において地下水調査を行いました。なお、測定・分析結果の詳細は資1－2－6

に示します。 

上ノ庄町地内と飯南町地内の2地点で、人の健康の保護に関する項目を測定しましたところ、上

ノ庄町地内で硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素が0.7 mg/L、ほう素が0.02 mg/L検出されましたが、全

て環境基準に適合していました。これ以外の環境基準項目は検出されませんでした。 

④  河川底質 
底質に含まれる有害物質が水中に溶出し、このことに起因する魚介類汚染等が懸念されている現

状から、その成分等を調査することで河川の水質監視を補足することができます。 

松名瀬橋(櫛田川)、猟師橋(阪内川)、昭和橋(金剛川)、中の川樋門(中の川)、愛宕川樋門(愛宕

川)、三渡橋(三渡川)、松崎橋(百々川)、香良洲大橋(雲出川)及び碧川樋門(碧川)の計９地点にお

いて底質調査を行いました。 

その結果、中の川樋門で亜鉛が0.39 mg/L、昭和橋と愛宕川樋門で亜鉛が0.06mg/L、三渡橋で亜

鉛が0.05mg/L検出されましたが、それ以外の項目は検出されませんでした。 

分析結果の詳細を資1－2－7に示します。 

(3) 経年変化 

①  河 川 
松阪市では河川の水質調査を昭和46年度より実施しております。 

環境基準の水域類型が指定されている水域13地点における昭和54年度～平成27年度のＢＯＤ

(75％値)調査結果の経年変化を図3－2－1(1)、(2)に示します。 

ＢＯＤの75％値は年間の測定回数が６回と少ないため参考値として算出したものですが、このＢ

ＯＤ75％値について見ると、平成27年度は、櫛田川 犬飼（AA類型）、櫛田川 神殿（AA類型）、櫛

田川 栃川潜水橋（AA類型）、櫛田川 深野潜水橋（AA類型）、中村川 小原中組橋（AA類型）、中

村川宮野橋（AA類型）、櫛田川 松名瀬橋（A類型）で環境基準を超える結果となりました。 
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櫛田川 犬飼（AA類型） 櫛田川 神殿(新野々口橋)（AA類型）

  mg/L   mg/L

櫛田川 栃川潜水橋（AA類型） 櫛田川 深野潜水橋（AA類型）

  mg/L   mg/L

櫛田川 法田井堰（Ａ類型） 櫛田川 松名瀬橋（Ａ類型）

  mg/L   mg/L

注１）定量下限値(0.5mg/L)未満の値は０とした。

２）  は環境基準。

３）櫛田川 法田井堰のS54～S63は年1回測定のため、その値を採用。

４）櫛田川 松名瀬橋のH1～H10は年1回測定のため、その値を採用。
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  図３－２－１(1) 河川調査地点における昭和54年度～平成27年度のＢＯＤ(75％値)の経年変化 
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阪内川 宮橋（Ａ類型） 阪内川 五曲橋（Ｂ類型）

mg/L mg/L

阪内川 猟師橋（Ｂ類型） 金剛川 焼橋（Ｄ類型）

mg/L mg/L

金剛川 金剛橋（Ｄ類型） 中村川 小原中組橋（AA類型）

mg/L mg/L

中村川 宮野橋（AA類型）

mg/L

注１）定量下限値(0.5mg/L)未満の値は０とした。

２）  は環境基準。

３）阪内川 五曲橋、金剛川 金剛橋のS54～S63は

年1回測定のため、その値を採用。

４）阪内川　猟師橋H1～H10は年1回測定のため、

その値を採用。
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図３－２－１(2) 河川調査地点における昭和54年度～平成27年度のＢＯＤ(75％値)の経年変化 
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松名瀬橋松世崎地先  1,000ｍ 松阪港沖500ｍ

mg/L mg/L

松阪港沖  2,000ｍ 猟師町大正新田地先  1,000ｍ

mg/L mg/L

猟師港沖  500ｍ

mg/L

注１）  は環境基準。
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② 海域
松阪市では海域の水質調査を昭和47年度より実施しております。 

５地点で実施している海域水質調査のうち昭和54年度～平成27年度のＣＯＤ(75％値)調査結果

の経年変化を図3－2－2に示します。 

ＣＯＤの75％値は年間の測定回数が４回(平成19年度は赤潮により３回)と少ないので参考値と

して算出したものですが、このＣＯＤ75％値について見ると、昭和54年からの傾向としては徐々に

高い値が少なくなっているものの、近年はほぼ横ばいの傾向を示しています。今年度は松阪港沖

500m、猟師町大正新田地先1,000m、猟師港沖500mで環境基準を超える結果となりました。 

図３－２－２ 海域調査地点における昭和54年度～平成27年度のＣＯＤ(75％値)の経年変化 
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③  地下水
松阪市では地下水の水質調査を平成11年度より実施しております。 

平成11年度～15年度の笹川町地内九蓮寺の井戸における地下水調査では、全ての環境基準項目が

環境基準に適合していました。平成16年度に実施した松阪競輪場内の井戸では、＊テトラクロロエ

チレンが0.050mg/L検出され、環境基準（0.01mg/L以下）を超える結果でしたが、それ以外の項目

は全て環境基準に適合していました。 

平成17年度（市内２カ所）、平成18年度（市内１カ所）、平成19年度（市内１カ所）、平成20年

度（市内２カ所）、平成21年度（市内２カ所）、平成22年度（市内２カ所）、平成23年度（市内２

カ所）、平成24年度（市内２カ所）、平成25年度（市内２カ所）、平成26年度（市内２カ所）及び

平成27年度（市内２カ所）における調査結果では全ての環境基準項目が環境基準に適合していまし

た。 

④ 河川底質
松阪市では河川底質の調査を昭和46年度より実施しております。 

継続して河川底質の調査を実施している９地点について、平成14年度～27年度の経年変化を図3

－2－3に示します。亜鉛は毎年検出されていますが、平成24年度は検出された地点が増えています。

＊鉛はほぼ毎年検出されていましたが、平成23年度からは検出されておりません。＊水銀は平成17年

以降検出されておらず平成24年度に8年ぶりに検出されましたが、本調査では検出されませんでし

た。カドミウムは昨年度初めて検出されましたが、本調査では検出されませんでした。＊銅は平成

16年以降検出されておらず昨年度11年ぶりに検出されましたが、本調査では検出されておりません。 
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総水銀

  mg/L

鉛

  mg/L

カドミウム

  mg/L

亜鉛

  mg/L

銅

  mg/L

　　　注１）定量下限値未満の値はゼロ表示。

２）香良洲大橋は平成17年度以降、

碧川樋門は平成18年度以降の調査結果

３）H14の鉛の定量下限値は0.05mg/L、

　　　　　　その他は0.01mg/L
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図３－２－３ 河川底質に係る平成14年度～27年度の重金属溶出試験結果の推移 


